
（３）提出人数及び意見数

提出人数 意見数

1 1

0 0

0 0

0 0

1 2

2 3

（２）提出方法　：　意見募集フォーム、メール、ＦＡＸ、郵送、持参

「中之条町総合計画　第7次構想」（素案）に関するパブリックコメント(意見募集)結果

　「中之条町総合計画　第7次構想」（以下「計画」という。）の策定にあたり、その素案を示すとともに、意見募集（パブリックコメント）を実施したところ、２名の方からご意見を頂きました。このたび、ご意見の
要旨および町の考え方がまとまりましたのでお知らせします。

（１）募集期間　：　令和７年１１月１１日　～　令和７年１１月２５日

提出方法

意見募集フォーム
（インターネット）

持参

郵送

FAX

Eメール

合計



（４）提出された意見の要約及び町の考え方

番号 意見内容 町の考え方
修正の
有無

1 不要になった衣服や、家具、そのほかまだ使えるけれど捨てるにはもったいない。町内で
もっと簡単にリユースできる手段があったら欲しい方やあげたい方が沢山いるのではない
か。

以前から同じ声を多く聞きました。

幼稚園や学校の制服や運動着、学用品も高額ですし、綺麗で使えるものが沢山あると思い
ますので、手軽に自宅まで取りに来られるような取り組みを、町で考えていただけたら、
環境にも家計にもやさしく、つながりを育んで行けるのでしょうか。

アプリやサイトを利用するのもひとつですが、きっとお年寄りの方は難しいでしょうし、
そもそも存在も知らないのではと思いますし、リサイクルショップ等に持っていくのも大
変です。

ご意見のとおり、「地域内でまだ使えるものを次の方へつな
ぐ」ことは、環境負荷の軽減になるだけでなく、地域の中で
人と人が自然につながり合うことができる大切な取り組みで
あると考えます。

「自宅まで取りに行く仕組み」や「高齢者の方でも利用しや
すい仕組み」などの地域内でリユースを促進できる方法につ
いて、実現可能性や費用面、運用体制などを踏まえつつ、検
討してまいります。

ご提案につきましては、貴重なご意見として、今後の施策の
参考とさせて頂きます。

無

2 「⽬指す姿 施策の⽅向性」について、「農業の振興」や「林業の振興」より優先して、
「観光の振興」を記載すること。

理由については、以下のとおりです。

①町⺠の観光に対する期待値が⾼いこと
12ページの町⺠意識調査では、農業の盛んな町、商⼯業が盛んな町と回答した⼈より観光
の町と回答した⼈が圧倒的に多い。また、13ページの中学⽣へのアンケートでは、観光の
町とした⼈が、農業・商⼯業とした⼈の2倍以上になっている。
このような事実から、町の主要な産業という観点での町⺠の期待値が⾮常に⾼いと⾔え
る。
②すでに観光産業は中之条町の基幹産業となっていること
町全体の観光収⼊（お客さまが、宿泊施設や飲⾷店・商店などで消費する⾦額）は50億円
を上回ると思われ、そのほとんどが町外のお客さまなので⼤きな「外貨収⼊」を稼いでい
る。
また、税収⾯でも、固定資産税、⼊湯税、法⼈税、町⺠税、地⽅消費税、ふるさと納税な
どで多⼤な貢献をしている。
③観光業は⼈的資源が必要とされる産業なので、雇⽤創出・新たな住⺠の流⼊に貢献でき
ること
④観光業は⼤きな成⻑が⾒込まれる産業であり、将来にわたって町に貢献できること
世界レベルで⾒た時、旅⾏・観光産業は成⻑著しい産業であり、⽇本政府観光局も2024年
に3600万⼈だった訪⽇外国⼈を2030 年には2024年⽐1.7倍となる6000万⼈に増やす⽬標を
⽴てている。

観光については、「重点⽬標０５　地域の力を活かし、新た
な活力を生み出す」だけでなく、「重点目標０６　自然とと
もに、ふるさとの魅力をひらき、未来と結ぶ」においても、
施策を記載しており、町の「目指すべき姿　施策の方向性」
として、観光産業の活性化は、持続可能なまちづくりには必
要不可欠であり、「観光の振興」は、最重要の施策の一つで
あると認識しています。

なお、記載順につきましては、施策の記載内容や文書量など
を踏まえて、見やすさなども考慮しており、優先順はござい
ませんので、ご理解ください。

ご意見につきましては、関係各課と情報の共有をさせて頂き
ます。

無

第２部　基本構想と基本計画
第２章 基本計画
重点⽬標０５　地域の力を活かし、新たな活
力を生み出す
３６ページ

該当箇所

第１部　総論
第３章 町民ニーズの把握
３－１ 町民意識調査
環境にやさしい町
１２ページ他

第２部　基本構想と基本計画
第1章 基本構想
１－１ 目指す将来像と基本理念
②基本理念
つながりを育み 共に創る
１６ページ



番号 意見内容 町の考え方
修正の
有無

3 個別計画として中之条町全体の観光振興計画を2026年の早い時期に策定し、年度中に⾏動
に移すこと。

番号２での理由のような背景にもかかわらず、町の観光の⽅向性が⽰されていない。
町の観光商⼯課、中之条町観光協会、中之条町商⼯会、四万温泉協会、沢渡温泉組合、六
合の⾥温泉郷組合、中之条ガーデンズなど、多くの組織がある中で、観光の⽅向性が⽰さ
れていないことで、各組織の⽅向性の不⼀致や意思統⼀のスピードが遅いなど多くの問題
点を抱えている。

ご意見のとおり、中之条町においては、観光に関する個別計
画「観光振興計画」は未策定です。
町の観光の方向性を示す計画となりますので、貴重な提案と
して、今後の施策の参考とさせて頂きます。ご意見につきま
しては、関係各課と情報の共有をさせて頂き、検討いたしま
す。

無

該当箇所

第１部　総論
第１章 計画策定にあたって
１－２ 計画の構成
個別計画
３ページ他


